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研究成果の概要（和文）：黒毛和種成雌牛を用いて、人接近試験、新奇物試験、採餌と社会性のトレードオフ試験、隔
離・拘束試験、草地間移動試験、迷路試験、餌探索試験を実施し、ウシの個性評価における人接近試験、トレードオフ
試験、隔離・拘束試験、草地間移動試験、迷路試験の有用性を示した。また、新奇物試験を標準化するための方法（新
奇物の提示法と測定する行動）に関する知見を得た。さらに、移動時にリーダーシップを有する個体の導入が牛群によ
る草地利用の空間的均等化を促進すること、ウシの関連付けは1日で確立され、少なくとも約1年間維持されることを示
した。

研究成果の概要（英文）：Exposure of Japanese Black cows to the human approach tests, novel object test, 
feeding-sociability trade-off test, social isolation and restraint test, between-pastures movement test, 
maze test and food search test showed the usefulness of the human approach tests, trade-off test, social 
isolation and restraint test, between-pastures movement test and maze test for evaluation of cattle 
personality. Examination of the method for the novel object test provided critical information (condition 
of novel object presentation and behavior to be measured) for standardizing this test. Experiments on 
grassland showed that forming a cattle herd with a leader animal in group movement enhances the spatial 
evenness of grassland utilization by the herd, and that cattle can associate a visual cue with a food 
reward within a day and retain the association for 1 year despite a slight decay.

研究分野： 草地生態学
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１．研究開始当初の背景 
あらゆる動物には「個性」と呼ばれる「時

間や状況を越えて一貫した、個体ごとに異な
る行動パターン」が存在することが広く知ら
れている。個性は大胆さ、活動性、社会性、
探査性、新奇物反応性などの行動においてみ
られ、動物の環境への適応度や進化と密接に
関わっていると考えられている（Sih et al. 
2004; Bell 2007; Bell et al. 2009）。 

ウシやヒツジなどの草食家畜における個
性は、家畜管理者による動物の取り扱いやす
さ、動物の福祉ならびに生産性（産乳量、増
体量）などの観点から注目されてきた
（Breuer et al. 2000; Grignard et al. 2001; 
Kilgour et al. 2006; Müller & von 
Keyserlingk 2006; Westerath et al. 2009）。
これらに加えて、近年では個性を草地の管理
および利用に応用しようとする動きがみら
れる（Searle et al. 2010）。例えば、移動
時にリーダーシップを有する個体や社会性
の弱い個体を群に導入することにより、もし
くは大胆な個体で群を形成することにより、
草地における群の空間分布が拡大し、草地の
餌資源の探査・利用効率を高めることができ
る可能性が示唆されている。 

以上のような動向にもかかわらず、様々な
特質を包含する動物の個性の実態について
は不明な点が多い。草食家畜として最も一般
的なウシについても、その個性を多面的に評
価した研究は、国内外を通して限られてい
る。さらに、草地管理・利用への応用が示唆・
試験されてはいるものの、「草食家畜の個性
を取り入れた草地管理・利用方法（高度な資
源管理・利用）」については、研究が開始さ
れたばかりで、畜産（放牧）の技術としては
まだ確立していない。すなわち、技術開発・
確立のためには、さらなる研究（情報の蓄積、
手法の探索・評価など）が必要な状況である。 
 
２．研究の目的 

本研究では、第 1段階として、ウシにおけ
る個性を多面的な指標にもとづいて測定し、
得られた特質を総合的に解析することによ
り、ウシの個性を体系的に捉え・理解するこ
とを目的とした。次に、第 2段階として、ウ
シにおける個性を草地の管理・利用に応用す
る方法について探索・検討し、その効果を評
価・検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

黒毛和種繁殖雌牛を用いて以下の研究を
実施した。 
 
（1）いくつかの環境刺激に対する反応性：ウ
シの個性を、「人の接近」、「新奇物の提示」、
「採餌と社会性のトレードオフ」、「社会的隔
離と拘束」といった環境刺激に対する反応性
として調査した。 
 
（2）草地間の移動時における移動順位：2 つ

の通路で連結されたセンチピードグラス草
地とバヒアグラス草地に牛群を放牧し、草地
間の移動における順位について測定・解析し
た。 
 
（3）空間学習・記憶能力の評価：ウシの空間
学習・記憶能力を複雑性（容易度）の異なる
迷路試験により評価した。 
 
（4）新奇物反応性の評価方法に関する検討：
個性指標の1つとしての新奇物反応性の評価
方法について、評価に用いる行動変数、新奇
物の提示履歴、新奇物の提示状況の観点から
検討した。 
 
（5）探索性の評価：ウシの探索性について「餌
探索試験」により評価しようとした。 
 
（6）草地管理・利用への応用方法の探索・検
討：移動時にリーダーシップを有する個体の
導入が牛群による草地利用に及ぼす影響に
ついて、小規模な草地と群を用いて予備的に
評価した。実験には、（2）の研究により特定
されたリーダーシップあるいはフォロワー
シップの強い個体を用いた。 
 
（7）採餌における関連付けの持続期間ならび
に社会的促進効果：採餌における関連付けの
確立速度、持続期間ならびに社会的促進効果
について調査した。 
 
４．研究成果 
（1）いくつかの環境刺激に対する反応性：採
餌と社会性のトレードオフ試験を用いてウ
シの社会性を評価する場合、「群から離れる
最大距離」、「餌容器への全訪問数」および「異
なる餌容器への訪問数」の 3つが信頼性の高
い行動指標であることが分かった。個々の行
動変数内の一貫性について見ると、供試牛
は、人接近試験における「採食中の逃避距離」
および「休息中の逃避距離」、採餌と社会性
のトレードオフ試験における「群から離れる
最大距離」、「餌容器への全訪問数」および「異
なる餌容器への訪問数」、隔離・拘束試験に
おける「拘束場所への入りにくさ」、「拘束下
の動き」および「解放後の逃走速度」につい
ては中程度（repeatability = 0.54–0.70）
あるいは高度（repeatability = 0.74–0.89）
に一貫した反応を示した。他方、新奇物試験
における「新奇物との接触までの時間（潜
時）」および「新奇物との接触回数」につい
て は 一 貫 し た 反 応 を 示 さ な か っ た
（repeatability = 0.24–0.39）。試験を異に
する行動変数間の一貫性について見ると、供
試牛は、2 つの人接近試験、トレードオフ試
験および隔離・拘束試験からの行動変数のい
かなる組合せにおいても一貫性した反応を
示さなかった（P ≥ 0.05）。人接近試験（特
に休息中の接近）、トレードオフ試験および
隔離・拘束試験は黒毛和種成雌牛の個性評価



に利用できるが、新奇物試験の価値は再検討
を要することが示された。【雑誌論文①およ
び④として発表】 
 
（2）草地間の移動時における移動順位：草地
間の移動時に特定の位置をとる個体が存在
すること、特定位置が経時的に変化する個体
とそうでない個体が存在することが明らか
になり、リーダーシップあるいはフォロワー
シップの強い個体を特定することができた。
また、移動順位に影響を与える因子として、
社会的優劣および個性に加え、移動元と移動
先の草地の状態が重要であることが示唆さ
れた。リーダーシップの強い個体は、牛群に
よる草地利用の改善に利用できる可能性が
示された。本研究はメンバーが変化する群に
おける個体の移動順位について経年的に詳
細に検討したものであり、ウシの移動順位な
らびにリーダーシップとフォロワーシップ
に関する新しい知見を提供するものである。
【学会発表①として発表】 
 
（3）空間学習・記憶能力の評価：ウシの空間
学習能力には個体間差が存在し、一部（約
20%）の個体に限られるものの、ウシが段階
的な学習によって複雑な迷路を踏破できる
こと、いったん学習した個体は迷路の記憶を
少なくとも6週間維持できることが明らかに
なった。同時に、ウシの空間記憶の限界につ
いてさらなる調査が必要であることが示さ
れた。本研究は、ウシの空間学習・記憶能力
について複雑な迷路を用いて評価した最初
の研究と位置づけられる。【雑誌論文③とし
て発表】 
 
（4）新奇物反応性の評価方法に関する検討：
ウシにおける新奇物反応性を評価する際に
は、ターゲットとする特性（大胆さあるいは
探査性）に応じて試験状況を変え、リピート
ごとに異なる物体を提示し、新奇物に対する
接触ではなく接近を測定することが必要で
あることが示された。本知見は、必要性が指
摘されていたウシなどにおける新奇物試験
の標準化（Forkman et al. 2007）に寄与す
るものと期待される。 
 
（5）探索性の評価：探索性を反映すると考え
られる行動には大きな個体間差が認められ
たが、個体内一貫性は検出されず、ウシにお
ける探索性の評価には、試験設計に関してさ
らなる検討・工夫が必要であることが示され
た。 
 
（6）草地管理・利用への応用方法の探索・検
討：フォロワー性の強い個体を群に導入して
も草地利用の空間的均等化には繋がらない
が、リーダー性の強い個体を導入すると、遠
方の区画への群移動をしばしば先導し、草地
利用の空間的均等化が促進されることが期
待された。また、リーダー個体の導入効果は、

追随した個体の社会的学習により、リーダー
個体を除いても持続することが示唆された。
【学会発表②および③として発表】 
 
（7）採餌における関連付けの持続期間ならび
に社会的促進効果：ウシの関連付けは 1日で
確立され、少なくとも約 1年間維持されるこ
とが明らかになった。また、採餌における関
連付けの社会的促進効果は、完全には検出さ
れなかったが、組み合わされる動物の特質お
よび個体間の相性が影響すると考えられ、グ
ループの構成個体に着目して社会的促進効
果を検討する重要性が示唆された。【雑誌論
文②として発表】 
 
以上から、ウシの個性は、人接近試験におけ
る「採食中の逃避距離」および「休息中の逃
避距離」、採餌と社会性のトレードオフ試験
における「群から離れる最大距離」、「餌容器
への全訪問数」および「異なる餌容器への訪
問数」、隔離・拘束試験における「拘束場所
への入りにくさ」、「拘束下の動き」および「解
放後の逃走速度」、草地間移動試験における
「リーダーシップ」および「フォロワーシッ
プ」、迷路試験における「空間学習・記憶能
力」といった指標によって多面的に評価でき
ることが明らかとなった。さらに、これらの
個性のうち、少なくとも「移動時のリーダー
シップ」は草地の管理・利用に応用できるこ
とが示された。 
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